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※：「ビオ･セル･ショット工法」は兵庫県立農林水産技術総合センター北部農業技術センター、（株）大本組、吉田建設（株）の3者による共同開発です

ビオ・セル・ルーフビオ・セル・ルーフ
苗吹付工　　　　　　　　　　　　　 を活用した薄層屋上緑化「ビオ・セル・ショット工法※１」

BCR工法
屋上緑化 Bio Cell Roof Method

施工システム施工システム

施工事例施工事例

施工概念図

大規模屋上緑化が安価に実現します。
● 法面緑化等で多くの実績がある苗吹付工「ビオ・セル・ショット工法」を活用し、大規模な屋上緑化を実現します。
● 植物の苗を機械により吹き付け植栽することで、一般的な手植えでの植栽に比べ、大幅なコストダウンが可能です。
● セダム類を主に植栽するため、薄層、軽量で既設建物でも施工可能です（最大飽和湿潤重量は60kg ／㎡以下）。

植栽直後は、苗が黒っぽい人工土壌の上にポツポツと見える状態です。グラウンドカバープランツは匍匐茎（ホフクケイ）により、横へ横へと伸長してい
きますので、植生が完成するまでには一定の期間（施工時期によりますが半年から1年程度）が必要です。

留意事項留意事項

● 植栽するグラウンドカバープランツは 60 個／㎡で、日照・気温
などの気象条件や病気などに対する各種耐性を高めるために、３
種類以上の混植を基本とします。

● 防水層の仕様や状態によっては、施工できない場合があります。
詳しくはお問い合わせください。

● 飛散防止ネットの必要性についてはお問い合わせください。
● 本工法で植栽する植物は比較的管理の容易な植物ですが、メンテ
ナンスフリーではありません。灌水や除草などの軽微な管理は必
要です。

セル成型苗

植栽1年後 植栽 2 年後植栽直後

ビオ・セル・ショット工法による吹付植栽

※２：固定具、飛散防止ネットはオプション

大規模屋上緑化の
画期的新技術

● 機械施工のメリットを出すため、緑化面積は一定規模以上（概ね
500㎡以上）であること。（ただし、500㎡未満でも施工可能な
場合もありますのでお問い合わせください。）

● 平坦なコンクリートスラブの屋上であること。
● 概ね高さ、20ｍ以下の建物（６階程度まで）であること。
● 近接して４ｔトラックとクレーンが設置できること。
● 建物の構造が緑化重量（60㎏／㎡）に耐えられること。

施工条件施工条件

固定具

散水ノズル 飛散防止ネット
セル苗

人工土壌 t=50㎜
ドレーンマット t=5㎜
防根シート見切材

防水層（別途工事）

兵庫県立農林水産技術総合センター（兵庫県加西市）

※２

※２

※１：セダムなどのグラウンドカバープランツと呼ばれる栄養繁殖性植物（種子ではほとんど繁殖しない植物）の苗を機械で吹き付ける緑化工法のこと。特許第3088984号

人工土壌で薄層植生基盤を造成し、グラウンドカバープランツのセル
成型苗を基盤材等と混合撹拌し、圧縮空気で吹き付けて植栽します。

エアーコンプレッサー

吹付ノズル

セル成型苗+緑化基盤材+水

撹拌タンク 建物

植生基盤




